
代官山ルール登録及び活動報告
猿楽町10、11、及び18番か

ら28番の地域の皆様にご署名頂

きました「代官山ルール」が、

8月23日付で渋谷区より認可さ

れ、行政が認めるまらづくりル
ールとして発効となりました。

そのほぼ一週間後にパシフィッ

クマンション跡地の「（仮称）

代官山プロジェクト」の建設計
晶　画が発表されました。この第一

号の案件に関して代官山ルール

運用委員会では、直ちに事業者
に計画に関する事前協議及び検

討事項に関する提案、及び近隣

説明会の延期を促しましたが、

近隣説明会は手配済みとのこと

で9月20日に行われ、その説明

の内容は形式的で多くの問題と、

不安・不満を近隣住民に残しま
した。（従前から予想されてい

た）、運用委員会では事業者に、

客観的に本計画を把握し、代官山にふさわしい形式になるための要望を伝える

ため、この計画に関する異体的・詳細な資料の提供を要望、受領した資料の範

囲で、運用委員の棄民により周辺建物を含めた関係を把握できる三次元のCG

を作成頂いただきました（本来は事業者が行うべき物）。このCGは、10月12、

13両臼行った「わがまらルールの登録報告を兼ねた「代官山プロジェクト」

計画に関する井戸端会議」で、建物概要説明資料と共に参加者に見て頂きまし

た。多くのみなさまがこのCGにより計画建物と周辺との関係を理解でき、そ

の後の意見交換会は、様々な観点から意見が出されました。これらを受けて、

運用委員会では事業者に本計画が代官山にふさわしい計画となるよう見直しと、

再検討を強く求めると共に、話し合いを継続し宥和点を兄いだす所存です。

しかし、残念ながら、事業者が

近隣説明を行ったことは、計画

の骨子が固まり行政手続きを進

めている状況であり、代官山ル
ールの目指す、計画の早期の段

階から地域住民・行政・事業者
等による計画内容に関する意見

交換を行い、協働型のまちつく

りの実践により、地域固有の自

然的条件とその空間的特質を活
かした生活環境の維持・創造と、

地域価値の向上に資する理念を、

事業者が理解し対応する可能性

は極めて低く、これらを成し遂

げるためには多くの困難が予想

されます。これらを実現させる

ためには代官山ルール範囲、当

該計画近隣の皆様に留まらず代

スキ会全域の問題として会員の

みなさま始め、多くの代官山地

域の方が関心を持ち、行動頂く

ことが不可欠です。

代官山地域の皆様、問題に日を

向けステキな代官山の環境作り
にご協力・ご参加頂くようお願

い申し上げます。


